
【輸出に取り組む際に生じた課題及び対応】

【主な品目】 【主な輸出先国・地域】

【輸出に取り組んだ経緯と概要】

➢ 今後も受注が多くなると予想されるので、気候変動に対応し、作付
及び収量の増加をできるだけ図り、要望数量に応えていきたい。

➢ とうもろこし以外での輸出商品については、「かぼちゃのポタージュ」
がフランス・イギリスへ間接輸出をすることが出来た。

➢ 今後も、新商品を開発しながらオンライン及び商談会等で商品紹介
できる機会に積極的には参加して、弊社商品群をアピールしていき
たい。

【輸出実績】 （平成１５年より輸出開始）

➢ 少しずつコロナ禍も弱まる兆しが見え、輸出については、シンガ
ポール、マレーシアへの輸出量が増加している。

➢ 昨年と同様に令和５年度のとうもろこし収穫量が気候等の影響で
例年より３０％減少した事もあり、要望数量に応じられず輸出量が
減少した。

➢ 輸出当初は「ピュアホワイト」のみを台湾で販売していたが、売れ行
きは良くなかった。台湾では黄色のとうもろこしが人気ということを
聞き、黄色の「ミエルコーン」 も並行して販売するようにしたところ、
現地消費者から好評を得て、どちらも人気商品となった。平成３０
年ロゴマークを取得した。

加工食品

【今後の課題・展望】

旭川市 有限会社キョクトー
『レトルトとうもろこしをアジア圏へ』

レトルトとうもろこし 台湾、香港、シンガポール、マレーシア

◆ 平成15年、卸売業者からの要望で国内で人気の「レトルトとうもろこし」を台湾で販売。
◆ 台湾、香港、シンガポール向けにロゴマークを商標登録。北海道マークも入る。
◆ 令和５年、シンガポールへの輸出量が増加し、ドバイ・イギリスへの間接輸出も開始。

輸出額(万円) 輸出量(ｔ) 出荷時期

令和５年 2,700 32.4

通年令和４年 2,920 37

令和３年 3,400 45

【ウェブサイト】 http://asahikawa-kyokuto.jp/

【連絡先】 担当者名：中島新吾 ＴＥＬ：0166-57-5779 

輸出するレトルトとうもろこし

かぼちゃ・さつま芋と
塩麹のポタージュ

とうもろこし圃場

※ 輸出先国が増え、少量ではあるがとうもろこし以外の商品も輸出することができた。


	スライド 1

